
川崎市制100周年記念
（公募型福祉製品等開発委託事業）

～ 多様な立場の人々との共創の事例 ～
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公募型福祉製品等開発委託事業について

川崎市制100周年記念事業として、公募型福祉製品等開発委託事業を実施した。
本事業では「共創」、「価値の創造」、「社会的なインパクト」を創出できる製品を選定、開発を
支援した。
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採択事業 「情報保障アプリ」 ダンウェイ株式会社
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開発にあたっての共創点

本製品の開発にあたり、ダンウェイ社が伴走支援として支援を受けたいと考えていた
課題が「製品の認知・販路拡大、ニーズ調査」であった。

ニーズ調査については既に自社でも行っていたものの、製品の販売先拡大の観点か
らターゲットとなる領域に対するニーズ把握を支援した。

加えて、想定ユーザーのうち、実際に現場で製品を使用して対象者を評価する専門
職に製品ニーズと機能についてヒアリングを行った。

想定ユーザー

障害者雇用企業、障害福祉サービス（就労移行支援、就労継続支援A型・B型、
自立訓練等）
児童支援（放課後等デイサービス、特別支援学校、特別支援級、通級指導教室
等）、外国人雇用企業、外国人支援学校 等

B to B

B to C 障害者児とその家族、不登校児・引きこもりの大人、外国籍の子ども・大人等
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専門職や当事者との共創

情報保障アプリの開発においては、アプリを利用する当事者の協力を得て、従来の紙・観察による
評価をアプリ化した上で、実用性や活用可能性について障害者雇用を支援する専門職・当事者
等からいただいた意見を取り入れてきた。

紙・観察の評価指標を
アプリ化

専門職ヒアリング
（評価者ニーズ把握）

当事者ヒアリング
（購入者ニーズ把握）

開発品への
反映
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専門職や当事者との共創 （専門職ヒアリング）

川崎市複合福祉センター「ふくふく」の専門職にアプリに関するヒアリングを実施。
専門職からの意見をもとに、今回の開発の際に一部機能へ反映を行った。

ヒアリング参加者
• 言語聴覚士
• 子ども発達担当心理職
• 相談判定担当心理職

ヒアリング内容

• 想定ユーザー（障害者雇用企業、障害福祉サービス、児童支援）
に対する意見

• 評価結果の妥当性に対する意見
• 設問表示に対する意見

紙・観察の評価指標を
アプリ化

専門職ヒアリング
（評価者ニーズ把握）

当事者ヒアリング
（購入者ニーズ把握）

開発品への
反映
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専門職や当事者との共創 （当事者ヒアリング）

中間報告会にてダンウェイ社の他製品導入先企業や、就労支援事業所の職員、支援
学校の関係者などの想定ユーザーを対象に、実際に開発品を体験してもらいつつ、ユー
ザーニーズを確認するためのヒアリングを実施した。
また、参加者からの意見をもとに、今回の開発の際に一部機能へ反映を行った。

ヒアリング参加者
• 企業で障害者雇用に携わっている方
• 支援学校に勤務する方
• 医療職の方

ヒアリング内容
• ニーズの確からしさ（企業における活用可能性）
• 評価の信頼性 / 妥当性
• 仕様の改善点

紙・観察の評価指標を
アプリ化

専門職ヒアリング
（評価者ニーズ把握）

当事者ヒアリング
（購入者ニーズ把握）

開発品への
反映
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専門職や当事者との共創 （成果報告会）

成果報告会では、製品の特長や現場での使用実態が伝わりにくいという特性を解消して、製品の
良さを訴求するため、障害のある方の雇用を行っている企業の方に登壇いただき、現場の悩みや実
際の製品活用に関する事例を説明いただき、好評を得た。
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まとめ ー 今回の福祉製品・サービス開発における「共創」のポイント

「共創」は、開発フェーズにおいて、開発者が補いたいと考える一部の要素（デザイン等）について
当事者や支援者等から意見を聞くことである、と誤解されがちである。
しかし、「誰を対象に」「どのような価値を」「どのように伝えるのか」について、企画当初から考えて
おかなければ、良い製品を開発しても期待通り普及しない可能性がある。
そのため、企画→開発→販売準備・販売の全てのフェーズにおいて「共創」することが欠かせない。

企画 開発 販売準備・販売

共創の
ポイント

今年度
の取組

想定ユーザーに対し、
製品ニーズと機能に関する
ヒアリングを実施した

中間報告会にて
開発品体験を実施し、
ユーザー意見を製品機能
に反映した

成果報告会にて、使用
ユーザーが現場の悩みや
製品活用事例を説明する
場を設定した

企画当初から、
想定ユーザーとなりうる
多様な立場の人々の意見
を聞き、製品により解決
しようとする課題の普遍性
を確認する

開発途中のデモ機を想定
ユーザーに体験してもらい、
ユーザー意見に基づいて
軌道修正しながら開発を
進める

ユーザーを巻き込みながら、
製品の価値をわかりやすく
整理し、広く伝え、賛同
者・ファンを増やす


